
第2回先島文化ミーティング第2回先島文化ミーティング

水

先島文化を
次 世 代 へ
つ な い で
いくには？

1 22月 日
日　時2025年 会　場

 イベント＆コワーキングスペース

チャレンジ石垣島
（石垣市字登野城510番地１階）

文化活動支援助成事業
沖縄県伝統芸能公演支援事業（かりゆし芸能公演）

沖縄文化芸術の創造発信支援事業(沖縄アーツカウンシル)

17:00 - 19:30
( 開場 16:30 )
途中入退場自由

数多くの島々からなる沖縄は、アジア諸国との交易を通じて
独自の文化芸術を育んできました。とりわけ、先島諸島は
地理的にアジアにもっとも近く、沖縄諸島とは異なる歴史と
文化基盤が形成されています。
この先島から「沖縄」をまなざすことで、
文化芸術の多様な価値がみえてくるのではないでしょうか。
本ミーティングは、先島諸島に住まう人々と直接対話を行い
文化芸術の価値を考える場です。

先島文化ミーティングとは？先島文化ミーティングとは？

( 公財 ) 沖縄県文化振興会が実施する補助事業
（文化活動支援助成事業・かりゆし芸能公演事業
・沖縄文化芸術の創造発信支援事業）の説明会、
相談会を実施いたします。
本トークイベントは、上記補助金説明会の
関連イベントとして開催いたします。

補助金説明会・相談会も
実施します！
補助金説明会・相談会も
実施します！

QRコードよりお申込みいただくか
裏面「お問い合わせ先」より
ご連絡ください。

参加申し込みはこちらから参加申し込みはこちらから！入
場
無料



同時開催！
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島
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会　場

チャレンジ石垣島
（石垣市字登野城510番地１階）

定　員

30 名程度 司　会

上地 里佳
（沖縄アーツカウンシル チーフプログラムオフィサー）

小川 恵祐
（沖縄アーツカウンシル プログラムオフィサー）

登壇者

大濵 豪
（株式会社島藍農園　代表取締役）

新城 大地郎
（アーティスト・PALI GALLERY〈パリギャラリー〉ディレクター）

日　時

2025年 1月 22日(水)
17:00 ～ 19:30

タイムスケジュール

17:00~17:30

18:00~18:05

17:30~18:00

沖縄県文化振興会

補助金／事業説明会

個別相談会

~ 小休憩 ~

18:05~19:30 トークミーティング

1992年沖縄・宮古島生まれ。
禅僧であり民俗学者でもある祖父を持ち、禅や
仏教文化に親しみながら幼少期より書道を始め
る。 
禅や沖縄の精神文化を背景に現代的で型に縛ら
れない自由なスタイルで、伝統的な書に新たな
光を当てている。自作の墨を用いた作品を主に
制作するほか、琉球藍を使用した作品などにも
取り組みオールドファッションな書道を飛び越
え、形式にとらわれない軽やかで、身体性、空
間性を伴ったコンテンポラリーな表現を追求す
る。
 2022年5月写真家・石川直樹と共にディレク
ションを務めるギャラリー「PALI GALLERY」
を宮古島にオープンし た。
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D
aichiro Shinjo

1972年 石垣市生まれ。
幼少期より、祖母や母が携わる「ミンサー織」を
身近に育つ。
中学校進学を機に島を離れ、京都で染織を学び
26歳で帰島。
「ここでしか出来ないものづくり」を模索しつつ、
島の天然繊維や染料に触れる中で、途絶えかけて
いた島の藍染めを盛り上げようと思い立ち、栽培
から一貫して行う藍染め工房「島藍農園」を開園
した。
「人が人らしくある為に、藍染（藍色）が必要で
ある。」
という仮説を立て、生涯を通して立証することが
現在の目標。

〒901-0152

沖縄県那覇市字小禄 1831-1
沖縄産業支援センター 6 階 605 号室

info-oac@okicul-pr.jpMAIL
098-987-0926 T E L

公益財団法人 沖縄県文化振興会
Okinawa Prefectural Foundation for Cultural Promotion

地域の文化・芸術の価値を伝え、つなぎ、さまざまな表現が出会う
ことで新たな可能性を探求する「Okinawa Arts Meeting」を
宮古島市にて開催いたします！

日　時 2025年 1月 23日(木)　18:00 ～ 20:00  (開場17:30 )
会　場 宮古島市未来創造センター研修室 

 （宮古島市平良東仲宗根 807 番地）

定　員 30 名程度 (参加無料 )

Okinawa Arts Meeting
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